
































































































このラウンジのように真っ白で ・大学らしくない ・メンテナンス大変そう ・流行っぽい，こうい
うのがいいのかな，と思えるデザインでも，そのデザインの意図を知ってからは認識が変わり，美しく思
えるというデザインは，美に関して理論的に構築されたデザインと言えるのではないでしょうか。
平成22年2月3日
デザインと紙 美濃和紙とあかりと
環境デザイン学科 助手 布川こよ美
わたしたちの生活に「紙」という素材はもっとも身近な存在である。新聞書籍文具などとても身近
なモノから，生活雑貨インテリアまでありとあらゆる生活用品が紙を素材として使われており，なくて
はならない素材だと言える。デザインにおいても「紙」はデザイナーの創造性を形にするための重要な素
材として位置づけられている。平面表現から立体表現へ柔軟に形を変え，他の素材との組み合わせによっ
て全く異なる質感や表情を創りだすことを可能とする素材だと言える。「紙」には楮などを原料とした日
本古来の紙である「和紙」と木材を原料とした欧米から伝わった「洋紙」があるが，注目しているのは
「和紙」である。「和紙」は全国各地に固有の特徴ある素材として現存しているが，特に岐阜県美濃の手漉
き和紙である『美濃和紙』は，1300年の歴史を持つ日本でもっとも美しく丈夫と称される和紙である。
戦後「和紙」をあまり使わない生活になったことにより手漉き和紙職人は減少したが，美濃では若い職人
が伝統を受け継ぎながら，新たな和紙作りに挑戦している。
そんな歴史と伝統を今に受け継ぐ『美濃和紙』を現代の生活に取り入れてもらうための用途開発プロジ
ェクトである「美濃手漉き和紙デザインプロジェクト」に2005年に参加し，『美濃和紙』を使った新し
い和紙のあかり提案を行い，岐阜と東京での展示会に出展した。これをきっかけに毎年美濃和紙を用いた
「あかり」のデザイン探究を続け，重要伝統的建造物群保存地区に指定されている美濃市「うだつの上が
る町並み」全体を会場として開催される「美濃和紙あかりアート展」に毎年出展するなどして作品を作り
続けている。今回は，今までの作品と制作展示を通して学んだことの発表を行った。
今後も表情ある「あかり」を探求することを課題として『美濃和紙』という紙の素晴らしさをデザイン
を通してたくさんの人々に伝えられる活動と作品制作に取り組みたい。
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